
１）気管支鏡施設見学の可否について  

 

施設見学：可 

・施設名・部署名：同愛記念病院 呼吸器・腫瘍センター 

・担当責任者と連絡先：笹田真滋 sasastaf@hotmail.co.jp 

・見学・指導可能な手技：EBUS-GS、EBUS-TBNA、GS-TBNA、クライオバイオプシー、 

硬性鏡下気管ステント留置、高周波スネア、APC、EWS、バルーン拡張、局所麻酔下胸腔鏡 

・見学・指導可能な曜日と時間帯：水曜午前（治療処置、局所麻酔下胸腔鏡は不定期） 

・1回の受け入れ人数：3名程度まで 

・手技ごとの年間実施数（およその件数）：EBUS-GS 200 件、 EBUS-TBNA 100 件、  

GS-TBNA 20 件、クライオバイオプシー 100 件、硬性鏡下気管ステント留置 20 件、 

高周波スネア 10 件、APC 30 件、 EWS 3 件、バルーン拡張 20 件、 

局所麻酔下胸腔鏡 30 件 

・施設の専門医・指導医の数：5名 

・直近１～3年の年間見学受け入れ人数：5～6名/年程度 

・施設ホームページ URL：https://www.doai.jp/index.html 

 

 

２）指導医派遣の可否について 

 

派遣：可 

・担当責任者と連絡先： 

① 笹田真滋 sasastaf@hotmail.co.jp 

② 古川欣也 furukawa-kinya@douai.jp 

・派遣・指導可能な手技： 

① EBUS-GS、 EBUS-TBNA、 GS-TBNA、クライオバイオプシー、EWS、局所麻酔下胸腔鏡 

② 硬性鏡下気管ステント留置、高周波スネア、APC、バルーン拡張 

・派遣・指導可能な曜日と時間帯：要相談 

・直近１～3年の年間派遣回数：2～3回 

 

mailto:sasastaf@hotmail.co.jp
https://www.doai.jp/index.html
mailto:sasastaf@hotmail.co.jp
mailto:furukawa-kinya@douai.jp

